事例１
医療者とのタッチポイント　下線部：対面　その他：メール、電話
※本事例では医療機関内で妊娠期から移行後までの継続支援を行った。当該医療機関の体制として、A氏担当助産師固定チーム（助産師チーム）が主にA氏を担当
	
	妊娠期（週数）
	分娩・褥棟入院（日）
	産後１か月（日）
	２か月（日）
	移行日（日）
	移行後（日）

	医療者との
タッチポイント
	13W
（告知）
	23W
	健診時
	0-７
	14
	19
	28
	40
	61
	90
	94
	101
	115
	137

	移行計画の意思確認
	  　
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	
	
	
	

	支援内容
	HTLV-1に関する正確な情報提供
意思決定への見守り
	
	
	
	
	ビン哺乳開始を指導
	
	94日：乳房ケアとして
排乳、全体的に軽くなる。

	母乳
	
	ESSC-EF
	
	びん授乳開始
	
	

	人工栄養
	
	
	
	
	
	

	児・授乳状況
	
	
	児の体重増加良好
	びん哺乳問題なし
	びん哺乳への移行スムーズ
	

	乳房状態
	
	分泌良好　
搾乳確認
	乳房トラブルなし
	乳房トラブルなし

	乳房痛みあり

	94日：乳房緊満
137日：分泌ほぼ停止

	母親の心理状況
	妊娠しなかったら感染しているか分からないようなもの
母乳育児がちゃんとできるか
	安心した
母乳が出て嬉しい
	
	自身で目標を再確認した
	悲しい　
あっけない
	達成感、充実感
感染の可能性は運を天にまかせる

	家族支援
	夫同席　　説明機会の設定
	
	
	移行日の協力体制調整
	移行支援できる体制
	

	支援者間連携支援
施設内連携※
	助産師チーム
医師・外来ユニット
	助産師チーム
分娩産褥ユニット
	助産師チーム
医師・外来ユニット
授乳外来
	助産師チーム

授乳外来
	助産師チーム

授乳外来
	助産師チーム

授乳外来









事例２
医療者とのタッチポイント欄　下線部：対面　下線なし：メール、電話、細字：担当助産師以外　細字：事後確認した情報
	
	妊娠期（W）
	分娩
褥棟
	産後１か月（日）
	２か月（日）
	3か月（日）
	移行日（日）
	〜移行後（日）

	医療者との
タッチポイント
	24
	
	18
	38
	44
	65
	75
	80
	84

	88

	89
	90
	91
	92
	96

	移行計画の意思確認
	●
	
	●
	
	●
	
	
	●
	
	
	
	
	
	
	

	支援内容
	
	
	授乳姿勢の工夫
直母方法の工夫
搾乳のアドバイス
	ケア
	哺乳びん授乳回数を少しずつ増やす
アドバイス
	
	ケア
	
	スリングの利用
夫の授乳等具体的アドバイス
	人工乳首とミルクの温度調整等
方法を試し
一緒に授乳
	
	90日：冷罨法やフラワーホールド法を説明
92日：搾乳手技や児がぐずる際のおしゃぶりの活用を助言

	母乳
	
	
	8~10回/日
	
	10～12回/日
	
	
	
	
	
	
	

	人工栄養
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	児・授乳状況
	
	直接授乳
	びん哺乳良好
	
	びん哺乳良好
体重増加良好
	
	
	
	びん哺乳できず
	びん哺乳できず
	ミルク嫌がり
人工乳首を嫌がり
	90日：抱っこ紐で哺乳
96日：びん哺乳問題なし

	乳房状態
	
	分泌良好　
	硬結、乳頭痛
	硬結
	
	
	乳腺炎
	
	
	
	
	90日：乳房痛
91日：発赤 痛み悪化なし
96日：乳房緊満は軽減 苦痛も緩和

	母親の心理状況
	
	
	３か月で止めると思うと寂しい

	
	おいしそうにおっぱいを飲む姿が愛おしい
	
	
	
	焦ってきた。
かわいそうなことをしてしまった
	
	さみしいけれど、母乳をあげられてよかった。かわいさ倍増です

	家族支援
	
	
	
	
	
	
	
	協力体制調整
	
	
	夫との
協力体制
	

	支援者間連携支援
	診療所
	他
	訪問助産師
	他
	訪問助産師




事例3
医療者とのタッチポイント欄　下線部：対面　下線なし：メール、電話、細字：担当助産師以外
	
	妊娠期
	分娩
褥棟
	産後１か月（日）
	２か月（日）
	3か月（日）
	移行日
（日）
	移行後（日）

	医療者との
タッチポイント
	
	
	13
	45
	86

	90
	100

	移行計画の意思確認
	
	
	●
	●
	
	
	

	支援内容
	
	
	傾聴
	乳汁分泌・児の哺乳状況・母親の思いから、直接授乳回数を減らす時期については、産後70～80日を目途として母親と合意
授乳回数の減少に伴う、乳房緊満の症状とその際のセルフケア方法の説明
	移行後の乳房セルフケアについて説明
	
	

	母乳
	
	
	6~7回/日
	10～12回/日
	3～4回/日
	
	

	人工栄養
	
	
	6回/日 40-50ml/回
	母乳後120ml/回
	5回/日160ml/回
	
	7～8回/日　140ml/回

	児・授乳状況
	
	混合
	直接授乳・びん哺乳良好
体重増加良好
	直接授乳・びん哺乳問題良好
体重増加良好
	問題なし
	問題
なし
	びん哺乳問題良好

	乳房状態
	
	　
	
	
	乳汁分泌は減少
	
	移行日に乳房緊満あり、セルフケアにより3日程度で改善。

	母親の心理状況
	
	
	母乳をよく飲んでくれて満足
終了する寂しさを思い出すだけで涙が出そう
	おっぱいを上手に飲んでくれて嬉しい
欲を言えばあと半年くらい飲ませたい
3か月って短いな
	途中からミルク主体だが、おっぱいを好きでよく吸ってくれるので嬉しい
3か月まで、とにかく（母乳を）飲ませて終わりにしたい
もっと（母乳を）あげられたらなと思うけど、ごめんね
	穏やか
	子どもに絶対感染させたらダメだと思って、自分が母乳をあげたいっていう気持ちよりも、子どものためと思って短期母乳の期間で母乳は終えた

	家族支援
	
	
	
	
	
	
	

	支援者間連携支援※
	クリニック→訪問助産師
	訪問助産師
	訪問助産師
	
	



事例4
医療者とのタッチポイント欄　下線部：対面　下線なし：メール、電話、細字：担当助産師以外
※本症例では、児・授乳、乳房状態については大きな課題なく経過したため、この事例の主たる支援ポイントである、母親の意向計画および心理的支援を中心としたマトリックスとした。
	
	妊娠期（W）
	分娩産褥（日）
	産後移行日まで（日）
	移行日～移行後（日）

	医療者との
タッチポイント
	21
	24
	30
	32
	32
	36
	0-5
	18
新生児訪問
	32
1か月健診
	89-92
宿泊型産後ケア施設

	移行計画の意思確認
	  　●
	●
	●
	●
	●
	●
	●
	
	●
	

	支援内容
	傾聴・葛藤への共感
短期でも母乳を早くからしっかり飲ませることで母乳栄養を充実させることができると提案
	傾聴・共感
夫婦での気持ちの共有、一緒に考えてもらうことを提案
短期母乳経験者との面談のアレンジ
	傾聴・共感
母乳育児が充実できるようサポート
ビン哺乳を１回／日程度していくことを提案
	
	傾聴・共感
授乳計画を一緒に立てる
乳房のセルフケア支援
産後ケア施設利用の紹介
継続支援を伝える
	児の哺乳びん授乳困難時の対応
母親の葛藤への共感
乳汁うっ滞のケア、乳房のセルフケア方法の説明

	母乳
	
	
	ESSC-EF
	
	
	

	人工栄養
	
	
	
	
	
	

	母親の心理状況
	短期母乳栄養を考えているが、直母すると決心が揺らぎそう。完全人工栄養か搾母乳の哺乳びん授乳も考えている。今回はどんな選択にしろ、納得してやりたい
	短期母乳にしようかな（気持ち6割くらい）
なんで１人目が抗体（－）だったから2人目も長期で飲ませてしまったのか、という後悔の気持ちもある
お産前後の段取りや授乳のことは話せていない
経験者と話せてよかった
	自分で産んだという達成感がある等、出産への満足感
短期母乳100％の決心ではないが、短期母乳にする気持ちは大きくなっている様子

	
	「上子断乳（１歳10か月）時、いつまでもおっぱいに執着していて、それが大変だしきつかった。哺乳びんでも飲んでくれず、困った経験の記憶が大きい」

（宿泊型産後ケア施設入所時の情報）
移行日が近づき、それまで哺乳びん授乳（1回/日）していたが、母乳をあげたくて直母だけになっていた。
	「やっぱりおっぱいを止めたくない気持ちが出てくる」「おっぱいを今回3か月でちゃんと止められることに今はほっとしています」
「おっぱい以外でも愛情を感じる方法はたくさんあるんですね」「気持ち落ち着いてきた。」

	家族支援
	
	夫：授乳方法を一緒に考える
	
	
	
	

	支援者間連携支援
施設内連携
	助産院の担当助産師
地域の助産師（D氏が個人的に相談）
	助産院の担当助産師
	地域の助産師
	助産院の担当助産師
地域の助産師（D氏が個人的に相談）
	助産院の担当助産師




